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１．研究計画の概要 

 近年，学習者間で相互に学習成果物を評価
させる試みが行われている．学習者が主体的
に参加する学習形態において，学習者が評価
に参画することは自然であり，評価結果を受
け入れやすくする．そのため，学習者の内省
を促し，知識の内化や深化を導き，学習意欲
や学習動機を向上させ，より積極的に学習に
取り組むことなどの効果が期待される．しか
し，学習者間評価の前提の１つとして，学習
者が他の学習者を評価する能力を持ってい
ることがあげられるが，他者評価の能力につ
いては，これまであまり議論されてこなかっ
た．本研究では，学習者の他者評価能力を可
視化するツールや評価についてのコミュニ
ケーションツールを開発することで，学習者
の他者評価能力の向上に資することを目指
す． 

２．研究の進捗状況 

これまでに開発した個々の評価者の評価
特性の補正方法をもとに，学習者の評価特性
のモデル化を行った．以前は，評価特性パラ
メータをそのままフィードバックしてきた
が，より学習者に分かりやすい指標，評価の
改善のための指針をグラフィカルに分かり
やすく表示する方法を提案し，それを実装し
たプロトタイプを開発した． 

 

３．現在までの達成度 

 1 年目は，評価の安定性，差をつける度合
い，評定の厳しさなど他者評価能力のモデル
化を行った．2 年目は，評価能力を，学習者
に分かりやすく表示するためのインタフェ
ースについての設計を行った．3 年目は， 

システムのプロトタイプを作成した． 

 計画では，3 年目終了時に，ユーザ評価の

完了を目指していたが，実装時に新たに考慮
すべき課題を発見したため，ユーザ評価まで
は至っていない．  

 
４．今後の研究の推進方策 
 当初の計画にはなかった「学習者の評価者
に対するトラスト」の観点からのシステム設
計を追加したため，計画より若干の遅延が生
じている．現在，これまでに開発したプロト
タイプから，実験用のシステムを構築してお
り，順調に作業が進んでいる．今後，開発し
たシステムの評価を行い，計画通り，完了す
る見込みである． 
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